
Fax  Tel 

円

頓

寺 
 

子
母
神
様
御
開
帳
法
要
の
お
知
ら
せ 

《
ご
案
内
》 

円
頓
寺
の
鬼
子
母
神
様
は
、
尾
張
徳
川
家
よ
り
寄
進
さ
れ
、
い
く
度
の
火
災
を
も
免
れ
、
当
時
の

お
姿
の
ま
ま
残
さ
れ
た
貴
重
な
ご
尊
像
で
す
。 

こ
の
御
尊
像
を
、
五
月
十
八
日
に
年
に
一
度
、
御
開
帳
い
た
し
ま
す
。
お
姿
の
拝
め
る
機
会
で
す

の
で
、
皆
さ
ま
に
も
ご
参
拝
頂
き
、
ご
一
緒
に
御
経
や
御
題
目
を
唱
え
、
法
味
を
捧
げ
た
く
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。 

併
せ
て
修
法
師
に
よ
る
ご
祈
祷
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
祈
願
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
合
掌 

 

日 
 

時 
 

 

五
月
十
八
日 

午
後
一
時
半
よ
り 

場 
 

所 
 

 

円 
頓 
寺 

本 

堂 

開
帳
料 

 
 

参
拝
者
一
人
千
円
以
上
（
祈
願
料
に
開
帳
料
は
含
ま
れ
て
い
ま
す
） 

祈
願
料 

 
 

特
別
祈
願 
八
千
円 

（
当
山
預
か
り
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

普
通
祈
願 
五
千
円 

（
当
山
預
か
り
） 

 
 

 
 

 
 

☆
木
札
を
用
意
い
た
し
ま
す
の
で
前
も
っ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い 

 
 

 
 

 
 

☆
当
日
出
席
で
き
な
い
方
も
、
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
れ
ば
祈
願
を
い
た
し
ま
す 

 
 

 
 

 
 

☆
特
別
祈
願
は
、
年
三
回
の
大
祭
で
も
祈
願
の
読
み
上
げ
を
い
た
し
ま
す 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〇
五
二(

五
五
一)

ー
三
七
六
八 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

〇
五
二(

五
五
一)

ー
三
七
六
九 

［
祈
願
願
目
一
例
］ 

        

 

キ 
 

リ 
 

ト 
 

リ 
 

セ 
 

ン 

 

ご
祈
祷
申
込
書 

(

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
郵
送
等
、
随
時
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い)  

  

氏
名 

     

祈
願
願
目 

    

（
特
別
祈
祷
・
普
通
祈
祷
）
に
て
申
し
込
み
ま
す
。 

¥     
を添えて申し込みます。 

 

お
子
さ
ん
の
学
業
成
就
、
合
格
祈
願 

工
場
、
作
業
所
に
は
作
業
安
全 

お
店
の
方
に
は
商
売
繁
盛
、
千
客
万
来 

 

家
内
安
全
、
交
通
安
全
、
除
厄
得
幸
、
当
病
平
癒
、
身
体
健
全
等 

そ
の
他
ご
相
談
く
だ
さ
い 

車
の
お
払
い
（
車
番
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
）
の
祈
願
も
受
付
ま
す
。 

 

幼
い
お
子
さ
ん
に
は
発
育
増
進
、
知
恵
明
瞭 

お
子
さ
ん
を
授
か
り
た
い
方
に
は
子
授
成
就 

出
産
を
控
え
た
方
に
は
安
楽
産
福
子 

 


